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　自動車の自動運転化が進み、それを司る車載用電子デ

バイスの役割が非常に重要になっています。本内容は車

載用電子デバイスあるいは半導体などの封止デバイスの

信頼性を保証するための漏れ（リーク）検査・ガス分析に

ついての技術です。封止デバイスの内部に気体が混入す

ると、劣化の原因となり信頼性は著しく損なわれます。自

動車メーカーは品質保証の重要な値として、デバイスの

破壊検査時のリーク量を規定しておりますが、それは

E-15Pa・m3/sec（He）という極微小なリーク量です。極

微小リークの検出には極高真空技術が必要となります。

従来技術では装置の構造材として熱特性が悪いステ

ンレス鋼を使用していましたが、その構造材からのガス

放出が問題となり極微小リークの検出は不可能とされ

ていました。当社では構造材をステンレス鋼から低ガス

放出のベリリウム銅合金を分析系に採用することで

“完全封止ガス分析法”の技術を用いた“破壊分析装

置”を製品化しました。これにより、極微小リーク領域

であるE-15Pa・m3/sec（He）以下の検証が可能と

なった上に、通常6ヶ月程度の期間が必要とされていた

性能検証を1～2日間に短縮することを実現しました。現

時点で先の値の検出を実現できているのは当社の製品

のみです。

　自動運転がもたらすモビリティ社会、新たな価値を創

造するDX、当社のテクノロジーが先進的な社会を支える

ために貢献しています。
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自動車用電子デバイスの信頼性を保証する
高精度ガス分析装置の開発
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